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(1) 

楕円C 上の点 P は )sin,cos(   と表せる。 

任意の について、原点から P までの距離が1以下であることが条件であるから 
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12)()( 2   tttf とおき、 11 ≦≦t において 0)( ≦tf となる条件を考える。 

 

0   0 のとき )(tf は下に凸。 
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であるから、 0)1( ≦f であればよい。 
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0    のとき 122)(   ttf となる。 
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0   0 のとき )(tf は上に凸。 
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以上①～④をまとめると 
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図示すると右図の通り。境界線は軸上を除き含む。 

 

(2) 

楕円C の面積は  で与えられるので、 が最大であればよい。 

曲線 k が、 2  に接する条件を考える。 32  k であり、 32)(  g とおく。 
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0)1()( 2  g より、 10  の範囲で )(g の増減を考える。 
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)(g の増減は右の通りで、 
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すなわち、 32  k が重解を持つのは
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求める楕円C の面積は 
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